Ⅴ　学習指導案
１　題材名　Ｂ　日常の食事と調理の基礎　
　　「自分のオリジナル味噌汁をつくって家族に食べてもらおう！」

２　題材設定の理由
　今年から始まった家庭科学習で，子どもたちは「ゆでたまご」や「ゆで野菜」を調理する体験をした。実際に自分で調理をしてみて，「ゆでたまごは初めてつくった。家族につくってあげたい。」「今まではお母さんにつくってもらっていたけど，もう１人でもつくれるようになったので，今度１人でつくってみたい。」「野菜のしんもゆでるとやわらかくなり，とてもおいしかった。ソースもおいしくできた。」「初めてだけど，うまく切れてゆでられたので，家でも試してみたい。」といった感想をもち，調理の楽しさに気づき，家でもつくってみたりお手伝いを始めたりしている子どもたちである。
　子どもたちに聞いてみると，みそ汁を家でほとんど食べないという子もいる。そこで，みそ汁を題材に取り上げることで，日本の伝統的な食事に関心をもったり，旬の物やいろいろな野菜を使ったみそ汁を知って調理したりすることができると考えた。
前題材「ごはんとみそしるをつくろう」では，日本の伝統的な食事に欠かせないみそ汁の良さを知り，だしやみそについて調べて実際にみそ汁づくりを行った。本題材では，家族や祖父母においしいみそ汁のだしや実について調査を行い，家族が喜ぶ家族のためのオリジナルみそ汁づくりに，一人ひとりが挑戦する。試作のオリジナルみそ汁を班ごとに試食し合い，良さやアドバイスを伝え合う活動を通して，友だちのつくったみそ汁の良さや工夫に気づくであろう。それを基にしてさらに工夫を加えたオリジナルみそ汁を考え，家庭でのみそ汁づくりへの意欲を高めることができるだろう。また，数回の調理実習を重ねる中で，切ったり煮たりする調理の技能を確実に身につけていくこともできると考える。
友だちと試食し合って良さやアドバイスを伝え合ったり，調理を繰り返して行ったりしながら，調理の基礎的・基本的な知識と技能を身につけ，自信をもって生活の中で生かしていこうとする実践的態度を育てることを願って本題材を設定した。

３　題材の目標と評価規準
［目標］
　・みそ汁の調理に関心をもち，調理計画を立てることができる。
　・体に必要な栄養素の種類と働きを基に，みそ汁の実の種類・分量を調べたり考えたりすることができる。
　・調理に必要な用具を安全で衛生的に取り扱い，みそ汁の調理をすることができる。

［評価規準］
	家庭生活への
関心・意欲・態度
	生活を
創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての
知識・理解

	ア　日本の伝統的な日常食であるみそ汁に関心をもち，みそ汁の調理をしようとしている。

イ　家族や友だちに聞いたり教え合ったりして，つくろうとしている。
	ア　手順や時間の見通しをもって，みそ汁の調理計画を立てたり，自分なりに工夫したりしている。

イ　家族がおいしいと言ってくれるみそ汁にするための工夫を，調理の結果から考え，次への見通しがもてる。
	ア　だしの取り方や実の切り方，みその入れ方を考え，みそ汁をつくることができる。

イ　調理器具を安全に取り扱い，後片付けをすることができる。
	ア　みそ汁の調理の仕方を理解している。

イ　みそ汁の実の切り方や入れる順番，時間，火加減を理解している。


４　指導上の留意点
　（１）調理の前には手指を清潔にさせておく。調理に必要な身支度をきちんとさせておく。
　（２）安全面への配慮から，調理台上の整理や用具の置き方，火気，包丁の取り扱いなどに留意させる。
　（３）様々な種類のみそ汁を知ることができるような班にする。

５　題材展開の大要

	学習問題
	学習活動
	指導・評価
	時間

	１　自分の家のみそ汁について調べてみよう。
	○自分の家でよく食べるみそ汁を書き出してみよう。
○家族の好みを聞いてみよう。
○祖父母からみそ汁について聞いてみよう。
○誰にどんなみそ汁をつくりたいのか決めよう。
	・自分の家のみそ汁を思い出して，みそ汁の実やだしなどを書き出してみる。
・家族にインタビューをして，実の好みについて聞いてみる。
・祖父母に昔ながらのみそ汁やその実についてインタビューをして聞いてみる。
 (
自分で調べたり家族や祖父母から聞いたりして，みそ汁づくりに関心をもつことができる。　　　　　　　　
【関心
-
ア・イ】
)

	１

	２　みそ汁の調理計画を立てよう。
	○自分で調べた事を基にみそ汁の実の種類・分量・切り方などの計画を立てよう。
	 (
実の種類・分量や手順，時間の見通しをもち，みそ汁の調理計画を立てることができる。　
【創意工夫
-
ア】【知識
-
ア】
)・インタビューや調べたことを基にして，実の種類・分量・切り方などの調理計画を立てさせる。
	１

	３　自分でみそ汁をつくってみよう。
	○自分の立てた計画に沿って，おいしいみそ汁をつくってみよう。
	 (
だしの取り方や実の切り方，みその入れ方，時間，火加減を考え，みそ汁をつくることができる。
【技能
-
ア】【知識
-
イ】
)・自分の考えた計画に沿って，みそ汁をつくる。
	２

	４　友だちのみそ汁の良さを取り入れよう。
	○友だちのつくったみそ汁を食べたり見たりして，良さを見つけて自分のみそ汁に取り入れよう。



	・自分のつくったみそ汁について発表したり，友だちのみそ汁を食べて良さやアドバイスを伝えたりする。
 (
自分の家族が喜ぶみそ汁にあった実の切り方や入れ方，取り合わせ方を見直し，家庭で実践する見通しがもてる。　　　　　【創意工夫
-
イ】【意欲
-
イ】
)・お互いのみそ汁の良さを感じ，自分のみそ汁を振り返り，修正したり更新したりする。

	１

	５　みそ汁をつくって家族に食べてもらった報告会をしよう。
	○家でみそ汁をつくって食べてもらった感想などを発表し合おう。
○自分でつくったみそ汁の学習を振り返って，まとめをしよう。
	・家でオリジナルみそ汁をつくった感想や家族に食べてもらった感想を発表し合う。
 (
みそ汁に関心をもち，家族へおいしいみそ汁をつくったことを発表し合うことができる。
【創意工夫
-
イ】【技能
-
イ】
)・友だちのみそ汁の良さを感じることができる。
	１
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６　本時案
（１）　主眼
　　オリジナルみそ汁の試作をした子どもたちが，友だちのみそ汁を「実がちょうどよく煮えているか」「願いにあった実の選び方はどうか」に着目して試食し，お互いの良さやアドバイスを付箋を使って伝え合うことを通して，自分の家族が喜ぶみそ汁にあった実の切り方や入れ方，取り合わせ方について見直し，家庭で実践する見通しをもつことができる。

（２）　本時の位置（全６時間扱い中第５時）
 (
（次時）（家庭での実践）
家庭での実践の報告会をする。
) (
本時
) (
（前時）
オリジナルみそ汁の調理をした。
)



（３）　指導上の留意点
　・安全面への配慮から，火や温まったみそ汁の取り扱いに十分注意するように伝える。
　・各自のオリジナルみそ汁の計画書を掲示し，誰でも見ることができるようにしておく。
　・本時では，だしや味噌の種類にはこだわらず，実の煮え方と選び方について取り上げていく。

（４）　展開
	段階
	学習活動
	予想される児童の反応
	指導・評価
	時間

	課題把握
	１　本時の学習問題を確認する。
 (
学習問題：実の切り方や入れ方，取り合わせ方を見直し，家族が喜ぶ最高のみそ汁を考えよう。
)


 (
学習課題：友だちのみそ汁を試食し，実がちょうどよく煮えているか，願いにあった実の選び方はどうかについて良さやアドバイスを伝え合い，自分のみそ汁に生かそう。
)
	
・みんなのみそ汁を食べてみたいなあ。



・実は何が入っているだろう。
・どんな切り方で，煮え方はどうかな。



	
○学習問題を提示し，本時の手順を確認する。



○実の煮え方，実の選び方に注目して，友だちのみそ汁の良さを確認することを伝える。
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究明
・実践









	２　課題を意識しながら班ごとにお互いのみそ汁を試食し，意見を伝え合う。










	・まず自分のみそ汁を飲んでみよう。
・順番にみそ汁を食べてみよう。
・ぼくは，家族が好きな大根を入れました。
・実の種類は，旬の野菜をたくさん使いました。
・切り方は，味がしみやすいように薄く切りました。
・○○さんのみそ汁は，よく煮えていてとてもおいしかったです。
・◇さんは，旬の実が入っていて良いと思います。
・□さんは、実の厚さがそろっていて，しっかりと煮えていました。

	○自分のみそ汁を最初に飲み，実の切り方・選び方・入れ方について感想を書く。
○自分がどんなみそ汁にしたのかを班の友だちに伝えてから，試食をする。
○家族の願いと実の種類，切り方や大きさ，厚さについても伝えるようにする。
○友だちのみそ汁を試食したら，すぐに感想を学習カードにまとめさせる。
○班の友だちの試食が終わったら，付箋に伝えたいことを書き，交換する。
○どんなことを付箋に書いたらよいか迷っている児童には，実の種類は何が入っていたか，実の切り方や厚さはどうだったか，もう一度振り返らせる。
○クラスの友だちがどんなみそ汁をつくっているのか見てまわる時間をとる。

○お互いの良さを感じ合えるように，他の班の友だちの書いた付箋も見てまわるように指示する。
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	整理
・
発展
	３　今日の学習でわかったことをまとめ発表する。
	・計画表では，切り方がいちょう切りだったけど，○さんのせん切りがおいしかったから変えよう。
・友だちのみそ汁に入っていた実がおいしかったから自分のみそ汁にも入れてみたい。
・友だちのみそ汁も良かったけど，やっぱり自分のみそ汁がおいしかった。
・○さんの実の切り方がそろっていて，味がしみていたから，自分もそろえたい。
・□さんの実の煮え具合がちょうどよかったから，入れる順番も確認したい。
	○友だちのみそ汁の良さやアドバイスを参考にして，切り方・入れ方・選び方について，修正したり更新したりすることを計画表にメモし，それを学習カードに書かせる。

○何人かに発表してもらい，次回の家庭調理への実践意欲を高める。

 (
自分の家族が喜ぶみそ汁にあった実の切り方や入れ方，取り合わせ方を見直すことができる。　　　　　　【創意工夫
-
イ】
家庭で実践する見通しがもてる。
【意欲
-
イ】
)
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（５）実証の観点

①「実の煮え方」と「願いにあった実の選び方」に着目させ，よさやアドバイスを伝え合ったことは，自分のみそ汁を見直し，家庭で実践する見通しをもつことに有効であったか。

②自分の願いをもって一人ひとりに調理させたことは，家庭で実践する自信をもたせるのに有効だったか。
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